
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
科
挙
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
|
科
挙
社
会
と
科
挙
文
化
」

企

画

趣

I=:::l 
日

企画趣旨

二
O
O六
年
度
の
中
国
社
会
文
化
学
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
七

月
九
日
に
標
記
の
課
題
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
、
ヒ
ル
デ
-
一
ア
・

ヴ
ィ

l
ル
ド
ト
氏
「
南
宋
科
挙
の
学
術
史
」
、
飯
山
知
保
氏
「
金
元
代

に
お
け
る
外
来
民
族
自
儒
学
習
得
と
そ
の
契
機
」
、
宮
嶋
博
史
氏
「
朝

鮮
時
代
の
科
挙
」
、
鶴
成
久
章
氏
「
明
代
の
科
挙
制
度
と
朱
子
学
」
の

四
本
の
報
告
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
高
津
孝
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

ヱ
ル
マ
ン
、
森
田
憲
司
、
大
木
康
の
各
氏
か
ら
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
次
の
よ
う
な
開
催
趣
旨
を
案

内
し
て
い
る
。

「
咋
年
(
二

O
O五
年
)
は
、
中
国
の
科
挙
制
度
廃
止
か
ら
百
年
、

中
国
で
は
激
化
の
一
途
を
た
ど
る
大
学
入
学
試
験
と
の
関
連
で
科
挙
は

再
び
注
目
さ
れ
て
い
る
。
翻
っ
て
日
本
の
学
界
の
科
挙
研
究
を
み
る
と
、

以
前
の
よ
う
に
活
発
な
議
論
が
展
開
す
る
状
況
に
あ
る
と
は
、
恐
ら
く

い
え
な
い
。
そ
れ
は
、
制
度
史
研
究
が
中
国
史
学
の
主
要
分
野
の
一
つ

で
あ
っ
た
時
期
が
週
昔
、
政
治
史
や
社
会
史
に
研
究
者
の
関
心
が
向
い

て
い
っ
た
研
究
潮
流
の
変
化
と
連
動
す
る
。
し
か
し
、
政
治
史
や
社
会

史
、
さ
ら
に
は
文
化
史
の
分
野
に
お
い
て
、
科
挙
が
占
め
る
役
割
に
つ

い
て
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。

科
挙
官
僚
の
背
後
に
は
、
数
千
倍
の
落
第
者
が
存
在
す
る
。
科
挙
は
、
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近

藤

成

大
量
の
落
第
者
を
再
生
産
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
能
力
有
り
と
自

負
す
る
「
人
材
」
が
採
用
さ
れ
ず
、
逆
恨
み
し
た
「
人
材
」
が
反
王
朝

勢
力
を
指
導
し
て
反
乱
に
走
る
こ
と
は
よ
く
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
そ

れ
は
例
外
中
の
例
外
で
あ
り
、
大
多
数
は
落
第
に
落
第
を
重
ね
、
精
神

は
屈
折
、
人
格
が
い
び
つ
に
な
ろ
う
と
受
験
し
続
け
て
生
涯
を
終
え
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
又
は
そ
れ
故
、
王
朝
は
平
均
す
れ
ば
安
定
支
配

を
続
け
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
圧
倒
的
多
数
の
落
第
者
に
自
分
の
生

吉
方
を
納
得
さ
せ
る
社
会
、
こ
れ
を
科
挙
社
会
と
呼
ぶ
と
す
る
と
、
王

朝
の
安
定
支
配
を
可
能
に
す
る
社
会
の
再
生
産
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
の
中

に
科
挙
制
度
を
組
み
込
む
科
挙
社
会
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
科
挙

社
会
の
担
い
手
た
ち
が
、
ま
た
独
自
の
文
化
の
担
い
手
で
あ
っ
た
こ
と

は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
問
題
は
そ
の
内
実
で
あ
る
。

宋
に
お
い
て
文
化
の
担
い
手
の
中
心
階
層
は
士
大
夫
官
僚
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
元
以
降
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
行
〈
の
か
。
そ
の
推
移
と

そ
れ
が
も
っ
通
史
的
・
歴
史
的
意
義
も
未
解
明
で
あ
る
。
」

企
画
原
案
で
は
、
こ
れ
に
続
け
て
「
題
目
に

ρ
東
ア
ジ
ア
d

を
掲
げ
な

が
ら
、
報
告
か
ら
洩
れ
、
落
ち
た
地
域
・
時
代
は
多
い
。
不
足
は
フ
ロ

ア
と
白
討
論
で
補
い
た
い
」
と
四
一
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

当
初
は
ベ
ト
ナ
ム
や
、
何
よ
り
科
挙
を
導
入
し
な
か
っ
た
日
本
の
報
告
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を
入
れ
る
こ
と
で
、
科
挙
を
通
し
た
東
ア
ジ
ア
地
域
社
会
の
比
較
研
究

を
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
当
日
の
時
間
の
制
約
と
こ
ち
ら
の
企
画
能
力

不
足
に
よ
っ
て
今
回
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
金
朝

と
朝
鮮
王
朝
の
報
告
が
入
る
こ
と
で
そ
の
意
図
は
多
少
と
も
実
現
さ
れ

た
と
思
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
貴
重
な
四
つ
の
報
告
と
コ
メ
ン
ト
を
受

け
、
今
後
は
、
私
自
身
の
な
か
で
そ
れ
ら
の
成
果
を
熟
成
さ
せ
、
こ
の

課
題
ヘ
再
度
挑
戦
で
吉
る
機
会
の
到
来
に
備
え
た
い
と
思
う
。

今
回
の
企
画
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
つ
述
べ
お
き
た
い
背
景
が
あ
る
。

そ
れ
は
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
文
部
科
学
省
特
定
領
域
研
究
「
東
ア
ジ

ア
の
海
域
交
流
と
日
本
伝
統
文
化
の
形
成
寧
波
を
焦
点
と
す
る
学
際

的
創
生
!
」
(
通
称
に
ん
ぷ
ろ
領
域
代
表
小
島
毅
)
の
協
力
を
掲
げ

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
計
画
研
究
の
な
か
で
、
と
く
に
「
中
国
科
挙
制

度
か
ら
み
た
寧
波
士
入
社
会
の
形
成
と
展
開
」
と
い
う
研
究
課
題
を
挙

げ
る
科
挙
班
申
メ
ン
バ
ー
は
何
ら
か
の
形
で
全
員
が
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
参
加
し
た
。
課
題
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
題
目
と
同
じ
で
は
な
い

が
、
当
然
、
内
容
上
重
な
る
部
分
も
あ
る
。
そ
の
申
請
調
書
に
記
し
た

研
究
計
画
は
以
下
の
通
り
で
、
現
在
こ
れ
に
沿
っ
て
共
同
研
究
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
古
き
か
長
く
な
る
が
引
用
す
る
。

「
寧
波
地
域
を
主
な
対
象
と
し
て
、
時
代
を
宋
・
元
・
明
に
限
定
し
、

科
挙
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
地
域
に
お
け
る
士
入
社
会
の
構
造
の
通
時
的
解

明
を
主
目
的
と
す
る
。

一
般
論
と
し
て
い
え
ば
、
中
国
史
を
中
心

(
B
E
)
・
周
辺
(
百
H
6
Z
4
)

理
論
を
用
い
て
理
解
す
る
本
計
画
の
手
法
に
は
一
定
の
意
義
が
あ
り
、

そ
の
観
点
か
ら
寧
波
は
真
に
興
味
深
い
位
置
に
あ
る
と
い
え
る
D

例
え

ば
政
治
の
中
心
、
華
北
か
ら
み
れ
ば
寧
波
は
明
ら
か
に
周
辺
で
あ
る
。

し
か
し
南
宋
に
な
る
と
一
転
、
杭
州
臨
安
と
の
距
離
の
近
さ
以
上
に
、

南
宋
政
権
中
枢
の
人
材
供
給
地
と
し
て
独
自
の
地
位
を
占
め
る
よ
う
に

な
り
、
も
は
や
周
辺
と
は
到
底
い
え
な
く
な
る
。
さ
ら
に
本
特
定
領
域

研
究
の
視
野
、
す
な
わ
ち
環
東
シ
ナ
海
文
伯
圏
に
ま
で
枠
組
み
を
広
げ

る
な
ら
、
寧
波
は
海
域
と
陸
域
を
結
ぶ
結
節
点
で
あ
り
、
中
心
で
も
周

辺
で
も
な
い
中
継
拠
点
と
し
て
の
特
質
こ
そ
重
要
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
寧
波
の
重
層
的
な
人
文
地
理
上
の
位
置
づ
け
は
、
本
領
域
内
の
他

の
諸
研
究
と
彼
我
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
実
現
す
る
の
で
あ

り
、
本
研
究
は
、
そ
の
な
か
で
地
域
文
化
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
る
士

人
層
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
で
、
寧
波
の
文
化
地
理
学
的
特
質
の
究
明
を

め
ざ
す
。
中
国
の
あ
る
特
定
の
地
域
を
、
科
挙
制
度
を
軸
に
社
会
文
化
史
の
観

点
か
ら
通
時
的
じ
考
察
す
る
試
み
は
、
少
な
く
と
も
従
来
の
日
本
に
お

い
て
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
元
朝
期
の
研
究
蓄
積
が

殆
ど
無
い
こ
と
に
あ
っ
た
。
近
年
、
日
、

U
世
紀
の
元
代
は
活
発
な
研

究
活
動
を
展
開
す
る
時
代
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ

も
実
態
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
研
究
が
主
流
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
元
朝
史

に
限
る
と
研
究
者
層
は
厚
く
な
い
。
(
中
略
)

士
人
層
は
、
北
宋
の
科
挙
制
度
確
立
に
と
も
な
い
出
現
し
た
科
挙
受

験
者
と
受
験
希
望
者
な
い
し
受
験
可
能
者
か
ら
な
り
、
郷
居
官
人
や
寄

居
官
人
を
含
め
て
も
よ
く
、
地
域
社
会
の
上
層
に
位
置
す
る
読
書
人
階

層
と
仮
に
定
義
し
て
お
く
。
ま
た
宋
代
に
お
け
る
士
人
層
の
出
現
の
意

義
を
、
本
研
究
は
以
下
の
よ
う
に
理
解
す
る
。
中
国
社
会
を
古
代
か
ら

近
代
ま
で
一
貫
し
て
貫
〈
原
理
は
、
支
配
と
被
支
配
に
換
言
可
能
な

「士
1
庶
」
の
観
念
的
・
実
態
的
区
分
で
あ
る
。
宋
代
に
な
る
と
そ
れ
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ま
で
固
定
的
実
態
的
区
分
の
傾
向
が
強
か
っ
た
「
土

i
庶
」
の
別
が
、

科
挙
に
よ
っ
て
流
動
化
す
る
。
こ
れ
は
「
近
世
」
中
国
社
会
に
と
り
決

定
的
画
期
と
な
る
。
「
士

l
庶
」
の
別
が
身
分
制
で
あ
れ
ば
、
や
が
て

制
度
内
部
の
矛
盾
は
臨
界
点
で
枠
組
み
そ
の
も
の
を
吹
き
飛
ば
す
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
蓄
積
す
る
。
し
か
し
、
科
挙
は
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
流
動
化

現
象
に
誘
導
し
、
「
士
庶
」
の
枠
そ
の
も
の
は
存
続
し
続
け
た
。
そ

の
結
果
、
「
士
1
庶
」
社
会
は
熟
成
し
、
燐
熱
し
、
腐
敗
す
る
。
魯
迅

の
描
く
孔
乙
己
・
阿
Q
こ
そ
、
士
庶
そ
れ
ぞ
れ
が
清
末
に
辿
り
つ
い

た
成
れ
の
果
て
の
姿
で
あ
る
。
さ
ら
に
庶
の
深
層
に
長
年
穆
積
さ
れ
て

き
た
、
土
へ
の
ル
サ
ン
チ
マ
ン
ぬ
き
に
毛
沢
東
の
革
命
路
線
を
理
解
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
宋
代
に
出
現
し
た
「
土
庶
」

社
会
は
、
千
年
間
生
き
の
び
中
国
近
現
代
を
も
強
く
規
定
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

士
人
層
と
は
、
士
大
夫
と
庶
人
の
聞
に
位
置
す
る
、
流
動
化
し
た

「士

i
庶
」
社
会
の
中
間
層
で
あ
る
。
宋
代
以
降
の
中
園
地
域
社
会
の

階
層
秩
序
は
、
科
挙
と
い
う
園
制
を
媒
介
に
形
成
さ
れ
展
開
し
た
。

従
っ
て
本
研
究
の
通
時
的
考
察
と
は
、
起
「
近
世
」
科
挙
制
度
の
確

立
と
土
入
社
会
の
形
成
(
北
宋
)
、
承
科
挙
制
度
の
定
着
と
士

λ
社

会
の
熟
成
(
南
宋
)
、
転
科
挙
制
度
の
不
在
な
い
し
実
質
的
不
在
と

士
入
社
会
の
対
応
(
元
)
、
結
科
挙
制
度
の
改
変
・
復
活
と
土
入
社

会
の
完
成
・
湘
熟
(
明
)
と
い
う
、
中
央
の
施
策
と
地
方
の
反
応
と
い

う
見
通
し
切
な
か
で
な
さ
れ
る
。
以
上
の
計
画
研
究
は
、
同
様
な
手
法

に
よ
り
中
国
の
ど
の
地
域
を
対
象
に
す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
い
え
る
。

そ
の
意
味
で
は
事
例
研
究
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
寧
紹
地
区
に
関

し
て
は
、
斯
波
義
信
氏
白
地
域
開
発
史
白
観
点
か
ら
の
重
厚
な
社
会
経

5 

済
史
研
究
白
蓄
積
が
あ
り
、
既
に
基
礎
的
な
研
究
基
盤
が
整
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
海
外
と
り
わ
け
日
本
、
朝
鮮
へ
の
文
化
発
信
の
拠
点
と
し

て
位
置
づ
け
る
寧
波
の
研
究
に
と
り
、
士
入
社
会
の
構
造
の
適
時
的
変

遷
を
追
う
作
業
は
議
論
の
前
提
と
な
る
。
こ
れ
が
単
な
る
事
例
研
究
以

上
の
意
義
を
本
研
究
に
与
え
る
と
い
え
よ
う
。
」

一
口
に
中
国
の
科
挙
社
会
・
科
挙
文
化
と
い
っ
て
も
、
地
域
差
を
無

視
し
て
は
そ
の
豊
富
な
内
容
を
十
分
掬
い
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
地

域
の
最
小
単
位
の
変
遷
を
検
討
対
象
に
す
る
に
ん
ぷ
ろ
科
挙
班
と
、
地

域
の
最
大
単
位
で
あ
る
東
ア
ジ
ア
を
検
討
対
象
と
し
た
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
は
、
土
入
社
会
に
焦
点
を
絞
る
か
科
挙
制
度
全
体
に
広
げ
る

か
の
連
い
は
あ
る
が
、
科
挙
社
会
・
科
挙
文
化
研
究
の
空
間
軸
の
両
端

に
位
置
す
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
枠
組
み
の
な
か
で

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
た
と
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

三

O
O五
年
九
月
に
鹿
門
大
学
で
開
催
さ
れ
た
科
挙
廃
止
百
年
記
念
国

際
学
会
「
科
挙
制
的
終
結
与
科
挙
学
的
輿
起
」
に
は
一
二
五
篇
の
論
考

が
報
告
さ
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
六

O
数
篇
を
掲
載
し
た
報
告
書
も
刊
行

さ
れ
て
い
る
(
劉
海
峰
主
編
華
中
師
範
大
学
出
版
社
二

O
O六
年

一
O
月
)
。
報
告
の
内
容
は
科
挙
制
度
の
起
源
か
ら
現
在
の
中
国
の
大

学
入
学
試
験
問
題
ま
で
、
時
代
も
地
域
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
科
挙
研

究
の
課
題
は
、
ま
だ
ま
だ
山
積
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。


